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健康いわて 21プラン口腔保健専門委員会の実施状況報告について 

 

１ 平成 28 年度健康いわて 21プラン口腔保健専門委員会 

【開催日時】 平成 29年３月 27 日（月）13時 30 分から 15時 00 分まで 

【開催場所】 エスポワールいわて小会議室 

【出席委員】 11 名中９名出席（うち代理出席 1名） 

出席  阿部(晶子)委員、阿部(徹)委員、神﨑委員、工藤委員、大黒委員、 

瀧澤委員、多田委員、𠮷田委員、佐々木委員（代理出席 浅沼様） 

欠席  熊谷委員、藤本委員 

【協議事項】 

(1) イー歯トーブ８０２０プラン（岩手県口腔の健康づくり推進計画）の進捗状況について 

(2) イー歯トーブ８０２０プラン（岩手県口腔の健康づくり推進計画）の中間評価・見直しに

ついて 

(3) 平成 28 年度岩手県歯科保健事業の実績について 

(4) 平成 29 年度岩手県歯科保健事業の計画について 

【主な意見等】 

(1) イー歯トーブ８０２０プラン（岩手県口腔の健康づくり推進計画）の進捗状況について 

・ 目標値より現状値が悪化しているものがいくつかあるが、現時点で考えられる原因とい

うものがあったら教えて頂きたい。 

・ 高齢者のむし歯は全国と比べて多いのかどうか、また、沿岸の子どものむし歯が多い原

因というのがあれば、教えて頂きたい。 

・ ３歳児のむし歯の有病者率が平成21年から平成26年まででなかなか減らないところと、

すごく減ったところの市町村で何が違うのか。 

・ 実態調査に年齢的な偏りはあるのかどうか。 

(2) イー歯トーブ８０２０プラン（岩手県口腔の健康づくり推進計画）の中間評価・見直しに

ついて 

・ 施設の障がい者はどのくらいむし歯が多いか、それから在宅の障がい者はむし歯がどれ

くらいか、在宅の高齢者はどうなのかなど、踏み込んだ調査があればよいと思う。 

・ 推進体制の評価については、条例の制定や計画の策定だけでなく、より多くの項目につ

いて評価してほしい。各市町村の計画の中に必要な情報もあると思うので、それらを参考

にすることもできるのではないか。 

(3) 平成 28 年度岩手県歯科保健事業の実績について 

・ 口腔保健支援センターからいろいろな情報をいただいて、具体的な内容やあるいは新し

い情報など知るチャンスが広がった。実際に現場に行くにあたって、有益に活用させてい

ただいている。 

(4) 平成 29 年度岩手県歯科保健事業の計画について 

・ 学校で定期健診時に啓蒙啓発用のリーフレットを作って配布するとよいのではないか。 

・ 障がい者関係では、入所施設だけで考えると偏ってしまう。在宅とか多様な生活が今、

障がい者の分野で広がってきているので、その方たちのことをどのようにプランにのせて

いくのかということを継続して検討していただきたい。 

資料２－２ 
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２ 平成 29 年度第１回健康いわて 21 プラン口腔保健専門委員会 

【開催日時】 平成 29年７月 10 日（月）15時 30 分から 17時 00 分まで 

【開催場所】 エスポワールいわて小会議室 

【出席委員】 11 名中９名出席 

出席  阿部(晶子)委員、阿部(徹)委員、菅委員、工藤委員、熊谷委員、 

大黒委員、晴山委員、深野委員、村松委員 

欠席  神﨑委員、藤本委員 

【協議事項】 

(1) イー歯トーブ８０２０プランの中間評価・見直し構成案について 

(2) イー歯トーブ８０２０プランの中間評価（目標項目の個別評価）について 

(3) イー歯トーブ８０２０プランの中間評価（目標項目の総括評価）について 

【主な意見等】 

(1) イー歯トーブ８０２０プランの中間評価・見直し構成案について 

意見なし  

(2) イー歯トーブ８０２０プランの中間評価（目標項目の個別評価）について 

・ 一般の方にも８０２０運動はかなり浸透しており、なるべく自分の歯を残そうとしてい

る。しかし、外来に来られている高齢の患者さんで、歯は残っているがその状態が悪いた

めに十分な機能を果たしていない歯をもっている方も多く、今回の評価結果も納得できる。 

・ 「障害者支援施設及び障害児入所施設での定期的な歯科健康診査実施率」が改善してい

るがどのような要因が考えられるか。 

・ ３歳児でむし歯のある者の割合が高い市町村と 12 歳児の一人平均むし歯数が１歯以上で

ある市町村は同じところなのか。 

(3) イー歯トーブ８０２０プランの中間評価（目標項目の総括評価）について 

・ 学校については歯科保健のデータをしっかりとっていること、各学校で取組も行ってい

ると認識している。特別支援学校では、歯科健康診査も歯科保健指導もしているが、卒業

後に口腔内をみてもらえなくなることに保護者の方は不安を抱いている。また、歯科治療

についても、地域で治療を受けられる歯科医院がなく、岩手医大に行くしかないが、予約

待ちで、受診も一日かがりと聞いている。食べることが楽しみなので口腔のことは大切で

あると感じている。 

 

 

 

 


